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「天
てん

のお父
とう

さまの愛
あい

」（『子
こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』16，17）

子
こ

供
ども

のころ，わたしはお父
とう

さんがすることをいっしょにや
るのが好

す

きでした。お父
とう

さんの仕
し

事
ごと

は医
い

者
しゃ

でした。
よくお父

とう

さんと一
いっ

緒
しょ

に病
びょう

院
いん

に行
い

って，お父
とう

さんが患
かん

者
じゃ

さん
を助

たす

けているのを見
み

ました。お父
とう

さんを見
み

ていて，わたし
も医

い

者
しゃ

になりたいと思
おも

いました。
ある日

ひ

，お父
とう

さんと一
いっ

緒
しょ

に病
びょう

院
いん

に入
はい

っていくと，別
べつ

の医
い

者
しゃ

が出
で

てきました。わたしを見
み

ると，お父
とう

さんにこうたずね
ました。「息

むす

子
こ

さんかい？」そうだ，とお父
とう

さんは答
こた

えまし
た。その医

い

者
しゃ

はかがんでわたしを見
み

ると，「大
おお

きくなったら
何
なに

になりたいの？」とたずねました。
わたしは，「お父

とう

さんみたいな医
い

者
しゃ

になりたい」と言
い

いまし
た。するとその人

ひと

は，「お父
とう

さんみたいないい医
い

者
しゃ

になれる
といいね」と言

い

いました。ところがお父
とう

さんは，「いいえ，わ
たしよりもいい医

い

者
しゃ

になってもらいたいです」と言
い

いました。

それを聞
き

いて，お父
とう

さんはほんとうにわたしを愛
あい

してくれ
ているのだと分

わ

かりました。お父
とう

さんは，最
さい

高
こう

のわたしに
なってほしいと思

おも

っていました。
何
なん

年
ねん

もたってからそのときのことを考
かんが

えました。つまと一
いっ

緒
しょ

に宣
せん

教
きょう

師
し

のレッスンを受
う

けていたときのことです。宣
せん

教
きょう

師
し

は，
「あなたは神

かみ

のようになれると信
しん

じていますか」とたずねまし
た。考

かんが

えたことがありませんでした。でも，「天
てん

の御
おん

父
ちち

がほんと
うに自

じ

分
ぶん

のお父
とう

様
さま

なら，父
ちち

がそうであったように，わたしが最
さい

高
こう

の自
じ

分
ぶん

になることを望
のぞ

まれるだろう。天
てん

の御
おん

父
ちち

のようになっ
てほしいと望

のぞ

まれるだろう」と思
おも

いました。そこで宣
せん

教
きょう

師
し

に
「はい，天

てん

の御
おん

父
ちち

のようになれると信
しん

じています」と言
い

いました。
答
こた

えたとたん，自
じ

分
ぶん

が言
い

ったことが真
しん

実
じつ

だと分
わ

かりました。
天
てん

の両
りょう

親
しん

があなたをとても愛
あい

しておられることを知
し

ってもら
いたいです。天

てん

の両
りょう

親
しん

は，最
さい

高
こう

のあなたになるよう望
のぞ

んでお
られます。あなたは御

お

二
ふた

方
かた

のようになることができます。●

主
し ゅ

は最
さ い

高
こ う

のわたしになるよう望
の ぞ

んでおられる

イ
ラ
ス
ト
／
グ
レ
ン
・
ハ
ー
モ
ン
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しち
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じゅう

人
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